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■表紙の写真説明

　10月６日(水)盈進小学校校庭で

２度目の運動会が開催されました。

　当初、10月３日(日)に行ってい

ましたが、大雨により途中で中止。

　その後、学校側の計らいで、未

実施の児童の種目だけ、この日に

行われました。

　観客は、日曜日ほどはありませ

んでしたが、わが子の晴れの姿を

一目見ようと、たくさんの保護者

らが応援に駆けつけられました。

－盈進小学校運動会－

２度目は、バッチグー！

11月号　目 次

02　基本構想まとまる！

　　～新庁舎建設～　

10　まちのニュース

08　上半期執行状況 ～水道事業～

09　町小学校陸上記録会 

06　まちの家計簿

　　～財政事情の公表～　　

14　さつまエコアクションだより

15　認知症シリーズ②

17　我が校の特色ある教育活動

16　川内川激特

　　鶴田ダム再開発速報

18　くらしの情報

21　がんばれ認定農業者

24　人・夢

　　休日在宅医・薬局

22　ひと仕事（さつまに生きる）

23　誕生・おくやみ

　　１歳で～す

区　分

小　　　計

東別館（現存）

合　　　計

２，００１

５，２５０

９００

６，１５０

１９０

１９４

３３

２２７

職　員　数面　積(㎡)

【新庁舎面積(案)】 職員数：227人

執 務 室

７９８ ４議会・その他

２，４５１ ０書庫・その他新

①
本
館
南
庁
舎

③
南
別
館

②
本
館
北
庁
舎

Ｓ44年建築
３階建

Ｓ31年建築
２階建

Ｓ41年建築
３階建

⑤東別館

Ｈ16年建築
３階建

④中別館
Ｓ42年建築

２階建

Ｎ

現在の本庁舎位置図

玄関

● 盈進小学校

駐車場

駐車場

２広報さつま３ 広報さつま

　
合
併
協
議
の
時
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
新
庁
舎
建
設
。
こ
の
ほ
ど
、
住
民
代
表
を

含
め
た
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
で
基
本
的
な
考
え
方
が
協
議
さ
れ
、
基
本
構
想
・
基

本
計
画
と
し
て
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　庁舎はまちづくりや町民福祉の向上を図ってい

くための行政活動の重要な拠点施設です。

　新庁舎の建設にあたっては、町民や来庁者が利

用しやすい庁舎であることはもとより、効率的な

事務事業の執行や執務機能を備えたものであるこ

とが必要です。

＜基本方針＞

①町民や来庁者の誰もが利用しやすい庁舎

②防災拠点としての機能を発揮できる庁舎

③職場環境や執務機能が充実した事務効率のよい

　庁舎

④省エネルギーや省資源対策などの環境に配慮し

　たエコ庁舎

⑤規模・機能と建設・維持管理経費のバランスを

　重視した経済的な庁舎

⑥町民の交流や情報発信ができる開かれた庁舎

■庁舎建設の基本的な考え方

なぜ今、建設なのか

　
新
庁
舎
建
設
年
度
を
平
成
24
年

度
か
ら
平
成
26
年
度
の
３
年
間
と

し
、
庁
舎
の
構
造
及
び
規
模
に
つ

い
て
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

の
３
階
建
、
延
床
面
積
５
，
２
５

０
㎡
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■新庁舎建設～基本構想まとまる～

基本構想まとまる

～
新
庁
舎
建
設
～

い
つ
、
そ
の
規
模
は

　
新
庁
舎
建

設
の
是
非
に

つ
い
て
は
、

老
朽
化
、
地

震
被
害
、
防

災
拠
点
施
設
、

効
率
的
な
組

織
化
、
有
利

な
財
源
活
用

を
背
景
に
建

設
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

①
現
庁
舎
は
、
建
物

が
５
棟
に
分
か
れ
、

古
い
も
の
は
建
築
後

５０
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
。
東
別

館
を
除
く
４
つ
の
建
物
は
、
旧
耐

震
構
造
基
準
で
建
て
ら
れ
た
建
物

で
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

②
平
成
９
年
の
県
北
西
部
地
震
に

よ
り
内
部
壁
面
に
は
ひ
び
割
れ
も

随
所
に
見
ら
れ
、
地
震
被
害
が
内

在
し
て
い
ま
す
。

③
将
来
の
地
震
災
害
等
に
対
し
て

本
庁
舎
自
体
が
危
機
管
理
下
で
の

防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
対
応
が

困
難
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
新
庁
舎
の
位
置

に
つ
い
て
は
、
公

共
交
通
の
利
便
性
、

国
・
県
の
出
先
機

関
等
の
利
便
性
、

事
業
費
の
軽
減
を

理
由
に
現
在
の
位

置
に
建
設
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ど
こ
に
、
建
設
す
る
の

④
本
庁
化
に
伴
う
組
織
体
制
に
つ

い
て
も
建
物
が
分
散
し
て
い
る
た

め
、
効
率
的
な
組
織
化
が
図
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

⑤
合
併
特
例
交
付
金
が
平
成
２４
年

度
ま
で
、
合
併
特
例
債
が
平
成
２６

年
度
ま
で
と
支
援
制
度
の
活
用
期

限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
庁
舎
建
設
に
対
す
る
特
例
が
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
町
の
一

般
財
源
（
直
接
負
担
）
を
軽
減
す

る
た
め
に
は
、
有
利
な
財
源
を
期

限
内
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

⑥
庁
舎
建
設
を
目
的
に
現
在
基
金

造
成
を
続
け
て
お
り
、
平
成
２２
・

２３
年
度
に
つ
い
て
も
基
金
を
積
み

立
て
な
が
ら
各
種
事
業
等
住
民
サ

ー
ビ
ス
に
支
障
が
な
い
よ
う
、
財

源
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

①
公
共
交
通
機
関

（
バ
ス
）
が
中
心

市
街
地
を
中
心
と

し
た
路
線
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
更

に
高
齢
化
が
進
む

こ
と
が
予
想
さ
れ

る
中
で
、
公
共
交

通
の
利
便
性
は
重

要
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
現

在
の
庁
舎
位
置
は

市
街
地
部
で
利
便
性
が
よ
い
。

②
商
業
施
設
が
現
本
庁
舎
の
近
隣

に
あ
り
、
特
に
高
齢
者
等
の
交
通

弱
者
の
方
々
に
は
役
場
の
利
用
と

買
い
物
な
ど
の
利
便
性
が
よ
い
。

③
国
県
の
出
先
機
関
や
公
共
的
機

関
（
警
察
署
、
森
林
管
理
署
、
土

地
改
良
連
合
会
、
農
協
、
共
済
組

合
、
森
林
組
合
、
商
工
会
）
が
宮

之
城
屋
地
・
虎
居
の
市
街
地
に
集

中
し
て
お
り
、
業
務
遂
行
等
に
お

け
る
利
便
性
が
よ
い
。

④
現
本
庁
舎
の
位
置
に
建
設
す
る

こ
と
で
、
新
た
な
用
地
取
得
費
及

び
補
償
費
や
造
成
工
事
費
が
不
要

で
あ
り
、
事
業
費
の
軽
減
が
図
ら

れ
る
。

①
想
定
年
次

　
新
庁
舎
の
規
模
を
想
定
す
る
た

め
の
基
礎
と
な
る
指
標
は
、
将
来

の
職
員
数
で
す
が
、
人
口
や
政
策

な
ど
に
よ
っ
て
職
員
数
の
変
動
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
現
庁

舎
の
耐
震
性
へ
の
危
惧
や
災
害
時

の
防
災
拠
点
機
能
の
確
保
な
ど
の

視
点
か
ら
新
庁
舎
完
成
を
５
年
後

に
想
定
し
、
平
成
２７
年
の
想
定
職

員
数
を
基
準
と
し
て
庁
舎
面
積
を

算
定
し
ま
す
。

②
将
来
の
職
員
数

　
職
員
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
点

の
平
成
１７
年
に
は
４
２
５
人
で
し

た
。

　
平
成
２２
年
度
ま
で
に
６４
人
の
削

減
が
図
ら
れ
、
平
成
２２
年
４
月
１

日
現
在
の
職
員
数
は
３
６
１
人
で
、

そ
の
内
訳
は
本
庁
職
員
３
１
４
人
、

鶴
田
支
所
職
員
２４
人
、
薩
摩
支
所

職
員
２３
人
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２７
年
度
ま
で
に
、
３６
人
を

削
減
し
職
員
数
を
３
２
５
人
と
見

込
み
、
こ
の
う
ち
本
庁
舎
内
職
員

数
を
２
２
７
人
と
想
定
し
て
い
ま

す
。

③
行
政
組
織

　
行
政
改
革
の
推
進
に
伴
い
、
平

成
２２
年
度
か
ら
行
政
組
織
が
本
庁

方
式
へ
移
行
し
た
こ
と
や
職
員
数

の
削
減
に
伴
っ
て
平
成
２７
年
度
に

お
け
る
町
の
組
織
体
系
と
し
て
は
、

課
（
局
）
が
２２
課
、
係
が
６９
係
へ

再
編
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
、

本
庁
舎
内
に
配
置
す
る
課
（
室
）

が
２０
課
、
係
が
５２
係
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

④
配
置
す
る
課
の
範
囲

　
本
庁
舎
内
に
配
置
す
る
課
係
の

範
囲
は
、
現
本
庁
舎
内
の
課
と
教

育
委
員
会
関
係
課
を
新
庁
舎
内
に

配
置
し
ま
す
。
た
だ
し
、
施
設
の

管
理
運
営
や
業
務
の
効
率
性
及
び

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
図
る
た

め
に
必
要
な
係
は
除
き
ま
す
。

⑤
新
庁
舎
の
規
模

　
延
床
面
積
　
約
５
，２
５
０
㎡
程
度

　
構
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
階
数
　
３
階



庁舎建設検討委員会

▲鶴田支所

▲本館南庁舎２階（総務課）壁面のひび割れ

▲薩摩支所

【庁舎建設に充当できる財源】 （単位：億円）

充当見込額

１．９

７．５

１０．６

２０．０

備　考区　分

合　計

合併特例交付金 平成24年度まで

平成26年度まで

平成22.23年度も積み増し

合 併 特 例 債

庁舎建設基金

【一般単独債と合併特例債との比較】
７．５億円を借りた場合（借入期間20年（うち２年据置）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　元利均等償還、固定金利２％）

□据置後の１年間（３年目～20年目）

元利償還金合計　48,702千円

■一般単独債を借りた場合

町負担額　48,702千円

■合併特例債を借りた場合

町負担額

14,611千円

交付税措置

34,091千円

※一般単独債は、３年目以降、48,702千円の負担となりますが、合併特例債では、
70%が国から交付税措置が行われますので町負担額は14,611千円となります。特例債
についても借り入れとなりますが、一般単独債に比べ有利な財源といえます。

■総額 (単位：千円)

備考

12,308

12,308

8,615

8,615

3,693

31,851

31,851

22,295

22,295

9,556

48,702

48,702

34,091

34,091

14,611

920,795

920,795

644,548

644,548

276,247

70％

30％

一般単独債との差額(A)-(B)

合併特例債

一般単独債 町負担額(A)

交付税措置

町負担額(B)

区　分 初年度 ２年目 3～20年目 累　計

元利償還金

Iｓ値 安　全　性

０．３未満 倒壊し、又は崩壊する危険性が高い

倒壊し、又は崩壊する危険性が低い

倒壊し、又は崩壊する危険性がある０．３以上０．６未満

０．６以上

【安全性の評価指標】

４広報さつま５ 広報さつま

①
庁
舎
建
設
の
基
金
の
積
立

　
庁
舎
建
設
を
目
的
に
現
在
基
金

積
立
を
続
け
て
お
り
、
平
成
２２
・

２３
年
度
に
お
い
て
も
、
積
み
増
し

を
し
な
が
ら
財
源
の
確
保
を
図
り
、

で
き
る
だ
け
合
併
特
例
債
の
活
用

も
抑
制
し
て
、
将
来
へ
の
財
政
負

担
の
影
響
を
極
力
少
な
く
し
、
各

種
事
務
事
業
等
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

支
障
が
な
い
よ
う
最
大
限
努
力
し

ま
す
。

②
合
併
交
付
金
・
特
例
債
の
活
用

　
平
成
１７
年
３
月
ま
で
の
合
併
市

町
村
に
対
す
る
合
併
特
例
交
付
金

が
平
成
２４
年
度
ま
で
、
合
併
特
例

債
が
平
成
２６
年
度
ま
で
と
支
援
制

度
の
活
用
期
限
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
庁
舎
建
設
に
対
す
る
特
例
が

認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
町
の

一
般
財
源
（
直
接
負
担
）
を
軽
減

す
る
た
め
に
は
、
３
年
間
の
継
続

事
業
設
定
と
と
も
に
、
合
併
に
伴

う
有
利
な
財
源
の
期
限
内
活
用
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
合
併
特
例
債
に
つ
い
て

は
、
必
要
最
小
限
に
留
め
ま
す
。

　
本
体
工
事
概
算
事
業
費
17
億
円

程
度
（
事
業
費
総
額
で
20
億
円
程

度
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

財
源
に
は
、
庁
舎
建
設
を
目
的
に

積
立
を
し
て
い
る
基
金
と
合
併
特

例
交
付
金
、
合
併
特
例
債
を
活
用

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
９
年
に
発
生
し
た
県
北
西

部
地
震
に
よ
り
、
庁
舎
の
壁
面
に

は
多
く
の
ひ
び
割
れ
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
町
で
は
平
成
２２
年
５
月
、
①
本

館
南
庁
舎
と
②
本
館
北
庁
舎
に
つ

い
て
耐
震
診
断
を
委
託
、
そ
の
結

果
が
６
月
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
結
果
も
震
度
６
強
の

大
規
模
地
震
に
対
す
る
安
全
性
を

確
認
す
る
た
め
に
、
Ｉ
ｓ
値
（
構

造
耐
震
指
標
）
と
し
て
示
さ
れ
た

も
の
で
す
。

①
本
館
南
庁
舎
（
町
民
課
や
介
護

保
険
課
等
が
あ
る
棟
）

　
地
盤
の
振
動
及
び
衝
撃
に
対
し

て
倒
壊
し
、
又
は
崩
壊
す
る
危
険

性
が
あ
る
。

※
診
断
結
果
は
、
南
北
方
向
は
、

Ｉ
ｓ
値
０
．
９９
で
し
た
が
、
東
西

方
向
に
つ
い
て
は
１
階
部
分
が
０
．

４４
と
低
い
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
本
館
北
庁
舎
（
税
務
課
や
会
計

課
等
が
あ
る
棟
）

　
地
盤
の
振
動
及
び
衝
撃
に
対
し

て
倒
壊
し
、
又
は
崩
壊
す
る
危
険

性
が
高
い
。

※
診
断
結
果
は
、
南
北
方
向
が
１

階
で
Ｉ
ｓ
値
０
．
４８
、
２
階
が
０
．

２６
と
低
い
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
２
階
部
分
は
、
０
．
３
以

下
で
倒
壊
等
の
危
険
性
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
平

成
15
年
に
合
併
協
議
会
の
中
で
設

置
さ
れ
た
「
候
補
地
選
定
小
委
員

会
」
で
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

同
委
員
会
で
は
、
合
併
協
定
項
目

と
し
て
、
次
の
２
つ
の
項
目
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
１６
年
「
三
町
合

同
新
庁
舎
建
設
候
補
地
研
究
会
」

が
設
置
さ
れ
、
そ
の
中
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
五
箇
所
を

候
補
地
と
し
て
選
定
し
、
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
合
併
直
前
の
平
成
１７
年
１
月
、

最
終
報
告
で
「
現
段
階
で
の
建
設

候
補
地
の
選
定
は
難
し
い
」
「
検

討
組
織
を
設
置
し
て
具
体
的
な
検

討
を
進
め
選
定
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
新
町
へ
引
き
継
が

れ
て
い
ま
す
。

〈
平
成
18
年
〉

　
職
員
に
よ
る
庁
舎
整
備
検
討
委

員
会
を
設
置
、
庁
舎
位
置
や
庁
舎

建
設
に
つ
い
て
の
問
題
点
が
整
理

さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
財
政
面
や
施
設
活
用

等
の
問
題
も
含
め
て
、
よ
り
具
体

的
な
内
容
を
検
討
す
る
作
業
部
会

を
立
ち
上
げ
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

〈
平
成
19
年
〉

　
作
業
部
会
の
ま
と
め
を
庁
舎
整

備
検
討
委
員
会
へ
報
告
、
「
第
２

別
館
・
本
庁
分
割
方
式
に
よ
り
、

現
在
の
庁
舎
位
置
に
庁
舎
建
設
を

進
め
る
こ
と
が
財
政
上
の
影
響
も

少
な
く
、
合
併
特
例
債
の
適
用
期

間
内
に
無
理
な
く
庁
舎
建
設
が
可

能
」
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。

〈
平
成
20
年
〉

　
地
域
審
議
会
、
振
興
計
画
審
議

会
に
「
庁
舎
位
置
、
庁
舎
整
備
に

係
る
基
本
的
な
考
え
方
」
が
諮
問

さ
れ
ま
し
た
。

〈
平
成
21
年
〉

　
作
業
部
会
の
報
告
を
受
け
た
庁

舎
整
備
検
討
委
員
会
で
は
、
合
併

特
例
交
付
金
の
活
用
期
限
が
平
成

２１
年
度
か
ら
２４
年
度
ま
で
延
長
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
「
現
在
の
本

庁
舎
位
置
に
第
２
別
館
方
式
で
な

く
、
本
格
庁
舎
を
建
設
す
る
」
と

結
論
づ
け
ま
し
た
。

　
地
域
審
議
会
に
庁
舎
建
設
構
想

に
つ
い
て
の
現
状
や
課
題
を
諮
問
、

町
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
も

同
様
の
内
容
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

〈
平
成
22
年
〉

　
住
民
代
表
を
含
め
た
１４
人
か
ら

な
る
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
を
設

置
、
基
本
構
想
・
計
画
に
つ
い
て

協
議
し
、
第
４
回
の
会
議
で
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

①
事
務
所
の
位
置

　
当
分
の
間
、
新
町
の
事
務
所

の
位
置
は
宮
之
城
町
庁
舎
位
置

と
し
、
鶴
田
町
、
薩
摩
町
の
庁

舎
位
置
に
そ
れ
ぞ
れ
総
合
支
所

を
置
く
。

②
新
庁
舎
の
是
非

　
新
庁
舎
建
設
は
必
要
で
あ
る

の
で
、
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
将

来
の
新
町
の
事
務
所
の
位
置
を

定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
住
民

の
利
用
に
最
も
便
利
で
あ
る
よ

う
に
、
交
通
の
事
情
、
他
の
官

公
署
と
の
関
係
、
新
町
建
設
計

画
に
お
け
る
公
共
施
設
整
備
等

に
つ
い
て
、
適
正
な
配
慮
を
行

う
も
の
と
す
る
。

■
鶴
田
支
所

・
１
階
部
分
の
相
談
室
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
鶴
田
支
所
に
貸
し
付

け
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
２
階
部
分
の
大
会
議
室
に
つ
い

て
は
、
「
さ
つ
ま
町
地
区
災
害
復

旧
に
関
す
る
覚
書
」
に
基
づ
き
、

九
州
電
力
の
臨
時
事
務
所
と
し
て

随
時
使
用
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。

・
２
階
部
分
の
大
会
議
室
に
つ
い

て
は
、
災
害
時
以
外
は
、
税
務
申

告
（
１
～
３
月
）
な
ど
の
執
務
室

と
し
て
使
用
し
ま
す
。

・
２
階
部
分
の
大
会
議
室
以
外
に

つ
い
て
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
関

係
か
ら
他
機
関
へ
の
貸
付
が
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
庫
と
し
て

の
活
用
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

■
薩
摩
支
所

・
正
面
右
側
奥
及
び
左
側
奥
の
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
公
共
的
団

体
等
へ
貸
し
付
け
の
可
能
性
に
つ

い
て
関
係
機
関
と
協
議
し
ま
す
。

・
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
（
例
：

子
ど
も
図
書
館
、
子
育
て
相
談
室

等
）
と
し
て
の
活
用
を
検
討
し
ま

す
。

　
支
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
は
、
行
政
財
産
を
公
共
団
体
等

に
貸
し
付
け
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
支
所
の
利
活
用

を
総
合
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

■新庁舎建設～基本構想まとまる～

事
業
費
と
財
源
は

倒
壊
の
危
険
性

２
つ
の
支
所
は
ど
う
な
る
の

こ
れ
ま
で
の
経
緯
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ま
ち
の
家
計
簿
　
～
財
政
事
情
の
公
表
～

　
平
成
１９
年
度
決
算
か
ら
公
表
す

る
こ
と
と
な
っ
た
健
全
化
判
断
比

率
や
、
地
方
財
政
状
況
調
査
に
よ

る
主
な
財
政
指
標
は
次
の
表
の
通

り
で
す
。

　
経
常
収
支
比
率
や
将
来
負
担
比

率
な
ど
、
順
調
に
改
善
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
に

つ
い
て
も
、
地
方
債
の
協
議
基
準

（
許
可
制
と
の
境
界
線
）
と
な
る

１８
％
ま
で
改
善
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
「
公
債
費
適

正
化
計
画
」
に
沿
っ
た
取
り
組
み

を
継
続
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

２２
年
度
決
算
で
は
１７
％
以
内
ま
で

改
善
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

●
財
政
指
数
が

　
　
大
き
く
好
転
し
ま
し
た

　
財
政
の
弾
力
性
を
表
す
指
標
で
、

決
ま
っ
て
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
経
費
の
割
合
を
示
し
て
い
ま

す
。
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
財
政
が

硬
直
化
し
て
お
り
、
自
由
に
使
え

る
お
金
が
無
い
状
態
を
示
し
て
い

ま
す
。
従
来
、
７０
～
８０
％
程
度
が

望
ま
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
は
三
位
一
体
の
改
革
の

影
響
で
、
全
国
市
町
村
の
平
均
が

９０
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
本
町
は

合
併
当
初
１
０
０
％
を
超
え
て
い

ま
し
た
が
、
全
国
平
均
並
み
の

９１
．
４
％
ま
で
改
善
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
行
革
等
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
更
な
る
改
善
に
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

●
経
常
収
支
比
率
が

　
　
　
　
　
　
大
き
く
改
善

　
将
来
に
渡
っ
て
さ
つ
ま
町
が
負

担
す
る
べ
き
経
費
の
割
合
を
示
す

「
将
来
負
担
比
率
」
も
昨
年
に
引

き
続
き
大
き
く
改
善
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
人
件
費
や
公
債
費
の

削
減
が
計
画
通
り
進
ん
で
い
る
こ

と
と
、
基
金
（
貯
金
）
残
高
が
順

調
に
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
が
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
将
来
負
担
比
率
も

　
　
　
更
に
改
善
・
・
・
・

　
地
方
債
残
高
が
減
り

　
　
　
貯
金
が
増
え
ま
し
た

７
億
５
０
３
万
４
千
円
を
追
加

　
宮
崎
県
内
で
の
口
蹄
疫
発
生
に
伴

う
口
蹄
疫
対
策
事
業
費
３
，
９
４
６

万
９
千
円
や
災
害
復
旧
事
業
費
（
農

地
・
道
路
な
ど
）
３
億
５
，
４
９
８

万
４
千
円
な
ど
緊
急
的
な
対
応
が
必

要
と
さ
れ
る
事
業
や
、
国
・
県
な
ど

の
事
業
採
択
に
伴
う
新
た
な
事
業
等

へ
の
取
り
組
み
な
ど
各
種
事
業
に
つ

い
て
予
算
計
上
を
行
い
ま
し
た
。

◆基金の状況
　
平
成
２１
年
度
末
の
借
入
残
高
は
、
１

９
０
億
６
，
９
８
８
万
１
千
円
と
一
般

会
計
の
年
間
予
算
規
模
を
上
回
る
大
き

な
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度

よ
り
１２
億
４
，
３
０
２
万
８
千
円
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
う
平
成
２２
年
度
の
返
済
額

（
公
債
費
）
は
、
２８
億
３
，
３
０
９
万

７
千
円
と
な
り
、
昨
年
度
よ
り
１
億
５
，

９
２
９
万
７
千
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
借
入
金
の
種
類
に
よ
っ
て
返

済
金
の
一
部
が
国
か
ら
の
地
方
交
付
税

に
加
算
さ
れ
ま
す
。

●
町
の
借
入
金
（
町
債
）
と

　
　
　
　
返
済
額
（
公
債
費
）

　
上
半
期
（
９
月
末
）
の
執
行
状
況
は
収
入
額
が
７５
億
１
，
８
６
３
万

円
で
（
収
入
率
５５
．
３
％
）
、
支
出
額
が
５４
億
８
，
４
６
３
万
７
千
円

（
執
行
率
４０
．
５
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
の
収
入
が
上
半
期
に
多

く
な
る
反
面
、
国
・
県
支
出
金
や
町
債
（
借
入
金
）
に
つ
い
て
は
、
補

助
事
業
等
の
関
連
か
ら
下
半
期
に
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
歳
出
に
つ
い
て
も
、
災
害
復
旧
事
業
や
災
害
関
連
経
費
を
含
め
、

建
設
工
事
や
補
助
事
業
等
が
完
成
払
い
と
な
る
た
め
、
下
半
期
に
多
く

支
出
さ
れ
ま
す
。

●
上
半
期
の
一
般
会
計
予
算
執
行
状
況

全国鹿児島県比率等区　分

経常収支比率

実質公債費比率(単年度)

実質公債費比率(３年平均)

将来負担比率

実質赤字比率 全会計で黒字

全会計で黒字連結実質赤字比率

91.4

16.8

18.0

90.8

14.5

95.1

91.8

11.2

100.9

－

－

－

－

－

－

【さつま町の健全化判断比率】

平成２１年度決算の概要（地方財政状況調査：速報値）平成２２年度上半期の予算執行状況（平成２２年４月１日～９月３０日）

・災害復旧事業費（道路橋りょう河川、林道施設、農地農業用施設）･･･3億5,498万4千円

・口蹄疫対策事業費（警備委託、薬剤等購入、飼養支援補助等）･･･3,946万9千円

・無線システム普及支援事業（テレビ共同受信組合補助等）･･･3,677万3千円

・担い手育成事務費（担い手育成施設整備補助）･･･2,199万6千円

・間伐作業道等再生促進事業費（間伐作業道改修工事費等）･･･2,350万円　

・非常備消防施設費（虎居分団車庫新築工事等）･･･1,943万7千円

・新型インフルエンザ予防接種事業費（新型インフルエンザ予防接種補助）･･･1,547万7千円

・商工振興事務費（プレミアム付き商品券発行補助等）･･･1,300万円

基　金　名 金 額 基　金　名 金 額
●特別会計の決算状況

特別会計 歳出総額歳入総額

34億5,406万7千円

2,301万3千円

2億9,275万8千円

26億9,591万3千円

1,945万7千円

4,767万1千円

32億2,977万8千円

882万円

2億9,119万円

26億4,070万4千円

1,920万3千円

4,407万2千円

2億2,428万9千円

1,419万3千円

156万8千円

5,520万9千円

25万4千円

359万9千円

差引額

国民健康保険事業

老人保健医療

後期高齢者医療

介護保険事業

介護サービス事業

農業集落排水事業

平
成
21
年
度
決
算
の
概
要
と
平
成
22
年
度
上
半
期
の
一
般
会
計
等
の
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（％）

補
正
予
算

予
算
総
額
１
３
５
億
４
，
５
０
３
万
４
千
円

20億2,089万円

1億5,181万円

54万円

1億5,823万円

8,113万円

3億9,660万円

9,451万円

1億2,389万円

634万円

5,245万円

216万円

7,022万円

2,076万円

4,109万円

財政調整基金

減債基金

住宅新築資金等貸付町債償還基金

退職手当組合特別負担金基金

公営住宅建設基金

庁舎建設基金

一般廃棄物処理施設等維持補修基金

土地開発基金

介護従事者処遇改善交付金基金

電源立地地域対策交付金事業基金

ふるさとさつま応援基金

災害復興基金

肉用牛特別導入事業基金

奨学資金貸付基金

基　金　名 金 額

国民健康保険給付費準備基金

高額療養資金貸付基金

介護保険給付費準備基金

農業集落排水施設維持補修基金

子ども健やか育成基金

地域活性化・公共投資臨時交付金事業基金

4億7,733万円

1,000万円

5,036万円

651万円

1億円

4,000万円

39億482万円

●特別会計予算の執行状況

〔補正予算の主な内容〕

国民健康保険事業特別会計

特別会計 予　算

31億7,072万円

547万円

3億423万円

27億7,892万円

2,479万円

4,350万円

13億7,559万円

1,557万円

1億929万円

14億1,864万円

1,436万円

3,031万円

43％

285％

36％

51％

58％

70％

14億218万円

8万円

6,734万円

11億1,524万円

1,050万円

1,879万円

44％

2％

22％

40％

42％

43％

収入済額 収入率 支出済額 支出率

老人保健医療特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計

介護サービス事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

※

※ 収入率が １００％を超えているのは、前年度（平成２１年度）に収入されるべき財源が今年度（平成２２年度）に収入されたため

合　計
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上水道事業 簡易水道事業
22年度予定

給 水 件 数

項　目

総 給 水 量

１日平均給水量

4,626件

1,081,808ｍ

2,963ｍ

4,666件

555,426ｍ

3,043ｍ

22年９月末 22年度予定 22年９月末

3

3

3

3

5,679件

1,236,500ｍ

3,387ｍ

5,669件

668,249ｍ

3,661ｍ

3

3

3

3

上水道事業 簡易水道事業

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

科　目
予算額

149,683

135,482

24,264

105,221

73,867

38,605

0

26,517

49.3％

28.5％

0.0％

25.2％

245,222

226,077

82,735

209,873

111,158

57,470

50,400

82,523

45.3％

25.4％

60.9％

39.3％

執行額 執行率 予算額 執行額 執行率

(単位：千円)

●平成22年度上半期業務量（平成22年9月30日現在）

●平成22年度上半期執行状況（平成22年9月30日現在）

平
成
22
年
度
上
半
期
の
水
道
事
業
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第６回さつまフェスタの案内

未来に輝け 元気あふれる さつま町

５周年記念式典・郷土芸能祭 平成22年11月14日(日)
◆◆記念式典◆◆
場所：宮之城文化センターホール

受付：午前８時３０分～午前９時

開会：午前９時３０分

閉会：午前１１時３０分

商工会主催イベント
◆元気だ！まつりだ！さつま町！！◆
場所：プラッセだいわ駐車場ほか

時間：午後４時～

内容：ステージショー、抽選会、ねぶた運行、花火　など

◆特産品等販売コーナー◆
場所：宮之城総合運動公園

時間：午前１１時～午後４時　

◆◆郷土芸能祭◆◆
場所：宮之城総合運動公園グラウンド

　 　（雨天時：宮之城総合体育館）

時間：正午～午後４時

　　６０ｍハードル走　６年女子　竪山理紗（求名小）11秒57

　　６０ｍハードル走　６年男子　西良優摩（山崎小）10秒26

　１００ｍ走　５年女子　平野奈津美（鶴田小）16秒41

  １００ｍ走　５年男子　今村雄飛（盈進小）15秒57

  １００ｍ走　６年女子　大丸佳那子（佐志小）15秒22

  １００ｍ走　６年男子　西唯吹（盈進小）14秒64

　　　　　　　　　　　　新改俊哉（盈進小）14秒64

  ８００ｍ走　５年女子　軸屋まどか（柏原小）３分２秒59

  ８００ｍ走　５年男子　松山英司（鶴田小）２分51秒98

  ８００ｍ走　６年女子　川﨑詩桜里（盈進小）３分２秒37

  ８００ｍ走　６年男子　宇都宮雅史（山崎小）２分39秒64

　４００ｍリレー  ５年女子　内山紋光　井天音　猪野未晴

　　　　　　　　　　　　　　児玉瑞希（盈進小）１分７秒29

  ４００ｍリレー　５年男子　冨松祐太朗　今村雄飛　大野響生

　　　　　　　　　　　　　　藤野悠貴（盈進小）１分３秒50

  ４００ｍリレー　６年女子　川﨑詩桜里　深川恵梨香　中囿明梨咲

　　　　　　　　　　　　　　上村真奈（盈進小）１分３秒38

  ４００ｍリレー　６年男子　中山翔　宇都宮雅史　西良優摩

　　　　　　　　　　　　　　内之倉直樹（山崎小）58秒78

  走り高跳び  ５年女子　内山紋光（盈進小）　１ｍ10㎝

  走り高跳び　５年男子　藤野悠貴（盈進小）　１ｍ15㎝

  走り高跳び　６年女子　小島由未佳（盈進小）１ｍ15㎝

  走り高跳び　６年男子　内之倉直樹（山崎小）１ｍ34㎝　＊大会新記録

  走り幅跳び　５年女子　宮脇葵（柏原小）３ｍ18㎝

  走り幅跳び　５年男子　上埜泰典（鶴田小）３ｍ58㎝

  走り幅跳び　６年女子　山口佳那子（盈進小）３ｍ21㎝

  走り幅跳び　６年男子  西唯吹（盈進小）４ｍ27㎝　＊大会新記録

町
小
学
校
陸
上
記
録
会

　10月13日、第６回陸上記録会が宮之城運動公園で開催されました。

　町内14校から５・６年の児童が集い、陸上競技の各種目に出場しました。

　保護者や来賓の声援の中、児童は全力で競技にのぞみ、２種目の大会新記

録も生まれました。

　大会結果のうち１位の記録は次の通りです。(敬称略)

新
記
録
が
２
種
目

水
道
事
業
の
上
半
期
執
行
状
況

平
成
22
年
度

　楽しいステージ、たくさんの「農林産物」や「特産品」等の展示販売，親子で楽しめるゲーム、

『ちくりん大鍋』の無料試食会など盛りだくさんの内容で皆様をお待ちしております。

○日　時：１１月２１日（日）午前９時～午後３時

○場　所：薩摩総合運動公園（求名）

○共催イベント

　　　　：みやんじょ五ッ太鼓まつり

　　　　　さつま町畜産振興会「焼肉試食会」

○主　催：さつまフェスタ実行委員会

＜お問い合わせ先＞ 役場 農政課 農政係（内線2422・2423）



関係者によるテープカット

贈呈後の様子

審査会の様子

今回出荷された「たけのこ」

いよいよ本番、練習どおりうまくいったかな？

バケツ目がけて、ナイスショット！

ずぶぬれになりながら、うなぎと格闘！

鉄道記念館横に設置された看板

元
Ｋ
Ｔ
Ｓ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

中
村
朋
美
さ
ん
に
よ
る
指
導

笹田美樹 さん（右）

馬場甚史朗 さん（右） 福囿さとみ さん（右）

のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

さ
つ
ま
た
け
の
こ

早
く
も
初
出
荷
！

町
の
Ｐ
Ｒ
や
町
へ
の
提
言
を
お
願
い
し
ま
す

ま
だ
ま
だ
現
役
！

「
観
光
案
内
所
」

　
　
　
　
看
板
設
置

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
特
㈱
ラ
グ
ビ
ー
部

　
　
活
躍
に
期
待
！

北
薩
広
域
公
園

　
　
　
「
秋
祭
り
」

北
薩
地
域

特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル

さ
つ
ま
観
光
夢
大
使
の
委
嘱
者
の
紹
介

町
観
光
協
会

第
12
回
柊
野
ひ
が
ん
花
ま
つ
り

よ
う
こ
そ
柊
野
へ

10広報さつま11 広報さつま

　
１０
月
５
日
、
町
高
齢
者
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
に
よ
る
「
第
５

回
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」
が
宮
之
城
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
の
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
２３
チ
ー
ム
の
約
５
０

０
人
が
参
加
し
、
輪
投
げ
や
お

手
玉
入
れ
な
ど
５
種
目
の
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
は
終
始
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
で
、
高
齢
者

と
は
思
え
な
い
元
気
な
動
き
に
、

応
援
の
方
も
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　
な
お
、
優
勝
は
船
木
旭
、
準

優
勝
は
大
薄
、
３
位
は
船
木
東

チ
ー
ム
で
し
た
。

　
こ
の
３
チ
ー
ム
は
、
１１
月
に

薩
摩
川
内
市
東
郷
町
で
行
わ
れ

る
川
薩
地
区
い
き
い
き
シ
ル
バ

ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
し
ま

す
。

　
１０
月
１０
日
と
１１
日
の
２
日
間
、

北
薩
広
域
公
園
に
お
い
て
、

「
秋
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
正
午
か

ら
始
ま
っ
た
「
そ
う
め
ん
流

し
」
に
は
、
薩
摩
中
央
高
校
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
公
園
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
協
力
の

も
と
、
準
備
さ
れ
た
１
０
０
ｍ

の
孟
宗
竹
に
多
く
の
家
族
連
れ

が
並
び
、
用
意
さ
れ
た
３
０
０

食
は
完
食
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
「
う
な
ぎ
の

つ
か
み
ど
り
」
も
行
わ
れ
、
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
大
き
な

「
う
な
ぎ
」
を
手
に
し
て
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

　
１１
日
は
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

が
行
わ
れ
、
子
供
た
ち
も
大
喜

び
の
「
秋
祭
り
」
と
な
り
ま
し

た
。

　
全
国
一
早
い
『
た
け
の
こ
』

と
し
て
、
１０
月
１３
日
に
『
さ
つ

ま
た
け
の
こ
』
の
初
出
荷
式
が

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
本
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
筍
振
興
会
や
関

係
機
関
が
集
ま
る
中
、
生
産
者

１５
人
が
１
個
５０
ｇ
程
度
の
『
た

け
の
こ
』
を
１０
㎏
東
京
の
築
地

市
場
に
出
荷
し
ま
し
た
。

　
１
㎏
あ
た
り
３
千
円
程
度
の

高
値
で
取
引
さ
れ
る
『
た
け
の

こ
』
は
主
に
高
級
料
亭
で
旬
を

味
わ
う
食
材
と
し
て
珍
重
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
日
本
特
殊
陶
業
㈱
ラ
グ
ビ
ー

部
が
ト
ッ
プ
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
Ｂ

リ
ー
グ
に
初
昇
格
し
、
今
秋
の

リ
ー
グ
戦
か
ら
参
戦
す
る
こ
と

と
な
り
、
同
社
で
激
励
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
ラ
グ
ビ
ー
部
へ
激
励
の
品

と
し
て
、
町
よ
り
黒
毛
和
牛
肉

と
竹
製
し
ゃ
も
じ
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。
当
ラ
グ
ビ
ー
部
は

７３
名
の
部
員
で
活
動
さ
れ
、
日

夜
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
リ
ー
グ
戦
は
、
本
町
か
ぐ
や

姫
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
も
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
多

数
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
９
月
２７
日
、
薩
摩
川
内
市
の

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

（
川
薩
保
健
所
）
に
お
い
て
、

「
北
薩
地
域
特
産
品
コ
ン
ク
ー

ル
」
が
行
わ
れ
、
食
品
、
工
芸

品
、
地
域
限
定
部
門
の
各
部
門

に
応
募
さ
れ
た
７８
点
で
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
来
年
３
月
の
九
州

新
幹
線
全
線
開
業
に
当
た
り
、

観
光
客
等
の
北
薩
地
域
へ
の
誘

客
を
図
る
目
的
や
売
れ
る
商
品

づ
く
り
の
促
進
、
生
産
者
の
技

術
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
の
入
賞
商
品
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

・
地
域
限
定
部
門
　
優
秀
賞
　

　
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く

　
　
　
（
㈲
山
之
口
ス
ト
ア
）

・
地
域
限
定
部
門
　
奨
励
賞
　

　
お
弁
当
菜
々
小
町

　
　
　
　
　
　
（
菜
々
小
町
）

・
食
品
部
門
　
　
　
奨
励
賞
　

　
山
芋
入
り
　
さ
つ
ま
味
噌
美
人

　
　
（
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
さ
つ
ま
）

【
か
ぐ
や
姫
グ
ラ
ウ
ン
ド
】

・
11
月
21
日
（
日
）
午
後
２
時
～

　
VS
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
福
岡

・
11
月
28
日
（
日
）
正
午
～

　
VS
東
芝
大
分

　
宮
之
城
鉄
道
記
念
館
横
に

「
観
光
案
内
所
」
の
看
板
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
来
年
３
月
の
新
幹

線
全
線
開
通
に
向
け
、
町
観
光

協
会
が
観
光
拠
点
施
設
と
し
て

宮
之
城
鉄
道
記
念
館
周
辺
の
整

備
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
ろ

う
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
町
観
光
協
会
の
上
大
迫
重
規

会
長
は
「
今
後
は
、
県
内
外
の

多
く
の
方
々
に
観
光
案
内
所
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
場
所

か
ら
町
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
２３
日
、
柊
野
地
区
で
『
第
１２
回
柊
野
ひ
が
ん
花
ま
つ
り
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
散
策
な
ど
を
楽

し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
散
策
コ
ー
ス
の
ガ
イ
ド
ポ
イ
ン
ト

で
は
、
柊
野
小
児
童
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
児
童
生
徒
が
元
気
よ
く
案

内
を
し
て
い
ま
し
た
。
柊
野
小
児
童
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
指
導
を
受
け
て

こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
の
柊
野
小
学
校
校
庭
で
は
、
地
元
特
産
物
の
販
売
や
、

小
学
校
紹
介
、
保
育
園
児
達
の
太
鼓
演
奏
、
野
田
島
津
太
鼓
の
演
奏

や
地
元
郷
土
芸
能
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　
地
元
の
女
性
部
で
用
意
さ
れ
た
郷
土
料
理
の
「
み
そ
び
ら
弁
当
」

も
好
評
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し
ま
し
た
。

　
「
さ
つ
ま
観
光
夢
大
使
」
は
、
本
町
の
観
光
や
特
産
品
を
広
く
全

国
に
紹
介
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
夢
と
希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

に
提
言
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
委
嘱
し
ま
す
。

任
期
は
３
年
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
次
の
３
人

の
方
々
で
す
。
（
敬
称
略
）

・
笹
田
　
美
樹

　
（
南
日
本
放
送
パ
ー
ソ
ナ
リ

　
テ
ィ
ー
　
湯
田
出
身
）

　
※
Ｍ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

　
で
活
躍
中
。

・
福
囿
　
さ
と
み

　
（
東
海
錦
江
ク
ラ
ブ
理
事

　
柊
野
出
身
）

　
※
名
古
屋
市
在
住
で
鹿
児
島

　
県
出
身
者
に
よ
る
東
海
錦
江

　
ク
ラ
ブ
理
事
を
務
め
る
。

・
馬
場
　
甚
史
朗

　
（
㈱ 

風
月
堂
　
代
表
取
締
役
）

　
※
薩
摩
西
郷
梅
を
使
っ
た
特

　
産
品
開
発
を
手
が
け
る
。

柊
野
区
公
民
会
で
は
、
柊
野
の
歴
史
と
文
化

を
綴
っ
た
「
～
わ
が
心
の
ふ
る
さ
と
　
く
き

の
～
」
を
発
行
さ
れ
、
ひ
が
ん
花
ま
つ
り
の

日
に
お
披
露
目
が
あ
り
ま
し
た
。

一
冊
３
，
５
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ
　
柊
野
区
公
民
館

 

　
　
　
中
山
館
長
　
（
59
）
８
８
０
０



和気副町長、永井さん、平さん、日髙町長(左から)

上
大
迫
さ
ん
と
「
ニ
オ
ウ
シ
メ
ジ
」

児童を前に朗読をする笹田さん 

多くの買い物客で賑わったさつま町のブース

稲刈りを終えた交流会参加者

親子で一生懸命取り組む参加者 

砂を吹き付ける工程

キャンプの定番、夕食にはカレー

日髙町長に要望書を手渡す、川薩地区林材協会早淵会長

設置されたのぼり旗

のニュースちま
人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

川
薩
ジ
ュ
ニ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

町
内
で
こ
ん
な
体
験

　
　
　
　
で
き
る
っ
て
知
っ
て
る
？

未
来
に
羽
ば
た
け
！
さ
つ
ま
っ
子

さ
つ
ま
ふ
る
さ
と
体
験
塾

「
ガ
ラ
ス
工
芸
　
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
体
験
」

農
業
後
継
者

　
　
　
祝
金
贈
呈
式

た
ば
こ
は
町
内
で

　
買
い
ま
し
ょ
う
！

の
ぼ
り
旗
を
設
置

も
っ
と
県
産
材
の

　
　
利
用
促
進
を
！

流
水
小
学
校

川
薩
地
区
林
材
協
会

親
子
20
分
間
読
書

発
祥
の
地
で
朗
読
会

庭
先
に

「
ニ
オ
ウ
シ
メ
ジ
」

オ
バ
ケ
キ
ノ
コ
が
出
現

狩
宿
稲
刈
交
流
会

秋
の
一
日
を

　
　
稲
刈
で
満
喫

「
鉄
道
の
日
」

　
感
謝
イ
ベ
ン
ト

　
in
鹿
児
島
中
央
駅

九
州
新
幹
線

全
線
開
業
へ
向
け
て

　
ほ
が
ら
か
に
、
う
れ
し
く

楽
し
く
、
か
が
や
く
人
生
を

送
る
た
め
に
、
つ
づ
け
て
元

気
高
齢
者
を
目
指
し
ま
す
。

　
は
つ
ら
つ
運
動
教
室
（
運

動
）
、
す
こ
や
か
食
習
慣
教

室
（
栄
養
）
、
い
き
い
き
か

む
か
む
教
室
（
口
腔
）
３
つ

の
教
室
の
開
講
式
が
あ
り
、

鶴
田
保
健
セ
ン
タ
ー
で
お
よ

そ
３
ヶ
月
間
、
介
護
を
受
け

ず
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る

た
め
に
介
護
予
防
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

介
護
予
防
教
室
が

　 

始
ま
り
ま
し
た

◆
も
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
◆

はつらつ運動教室の参加者

た
ば
こ
税
が

さ
つ
ま
町
に
入
る
お
店
宮之城たばこ販売
協  同  組  合

たばこ
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１０
月
９
日
～
１０
日
、
薩
摩
川

内
市
少
年
自
然
の
家
で
第
一
回

川
薩
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ

ー
ク
ラ
ブ
「
ほ
た
る
」
と
川
内

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

翼
芽
（
つ
ば
め
）
の
会
員
が
実

行
委
員
と
な
り
合
同
で
企
画
し

た
も
の
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
中

学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
の

２８
人
が
参
加
し
、
野
外
炊
飯
や

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
で
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
、
学
校
や
学
年
、

住
ん
で
い
る
地
域
は
違
っ
て
も
、

一
緒
に
楽
し
く
活
動
で
き
、
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

し
た
。

　
１０
月
１６
日
、
さ
つ
ま
ふ
る
さ

と
体
験
塾
生
２７
人
が
、
薩
摩
切

子
で
有
名
な
、
薩
摩
び
ー
ど
ろ

工
芸
の
方
か
ら
指
導
を
い
た
だ

き
「
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
体
験
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
と
は
、
カ

ッ
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
に
好
き
な

文
字
や
イ
ラ
ス
ト
を
書
き
、
カ

ッ
タ
ー
や
パ
ン
チ
ャ
ー
で
切
り

抜
い
た
も
の
を
ガ
ラ
ス
（
グ
ラ

ス
）
に
貼
り
つ
け
、
切
り
抜
い

た
部
分
に
機
械
で
砂
を
吹
き
付

け
て
す
り
ガ
ラ
ス
状
に
加
工
す

る
も
の
で
す
。

　
お
母
さ
ん
と
参
加
し
た
、
盈

進
小
学
校
５
年
吉
村
雅
之
く
ん

親
子
は
、
お
互
い
の
作
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
交
換
す
る
と
大
張
り

き
り
。
雅
之
く
ん
は
お
母
さ
ん

の
喜
ぶ
も
の
を
、
お
母
さ
ん
は

雅
之
く
ん
の
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
一
生
懸
命
書
い
て
お
り
、

互
い
を
想
い
合
う
姿
が
親
子
だ

な
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
グ
ラ
ス
で
今

日
は
何
を
飲
も
う
か
と
、
マ
イ

グ
ラ
ス
に
大
変
満
足
し
た
様
子

で
し
た
。

　
１０
月
１４
日
、
「
さ
つ
ま
町
農

業
後
継
者
祝
金
贈
呈
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
に
お
い
て
後
継
者
と
し

て
新
規
に
就
農
し
た
方
に
祝
金

を
支
給
し
、
就
農
意
欲
向
上
と

優
れ
た
農
業
経
営
者
の
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。

　
本
年
度
は
次
の
２
人
の
後
継

者
の
方
々
が
対
象
と
な
り
、
日

髙
町
長
か
ら
農
業
後
継
者
へ
励

ま
し
の
言
葉
と
祝
金
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

・
永
井
辰
明
さ
ん
（
２５
）
佐
志

　
経
営
作
目
＝
生
産
牛
＋
水
稲

・
平
　
真
一
さ
ん
（
３０
）
永
野

　
経
営
作
目
＝
ブ
ロ
イ
ラ
ー

　
１０
月
１
日
か
ら
た
ば
こ
税
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
た

ば
こ
の
小
売
価
格
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
宮
之
城
た
ば
こ

販
売
協
同
組
合
で
は
、
町
内
で

の
た
ば
こ
の
販
売
数
量
維
持
を

目
的
に
の
ぼ
り
旗
を
作
成
し
、

各
小
売
店
舗
に
配
布
。
そ
れ
ぞ

れ
店
頭
に
設
置
し
ま
し
た
。
　

　
昨
年
度
に
町
内
で
販
売
さ
れ

た
、
た
ば
こ
の
数
量
に
基
づ
き

納
め
ら
れ
た
た
ば
こ
税
は
、
約

１
億
３
千
２
百
万
円
で
し
た
。

　
１０
月
８
日
の
『
木
の
日
』
に

合
わ
せ
た
活
動
で
、
川
薩
地
区

林
材
協
会
の
早
淵
廣
紀
会
長
以

下
６
名
の
関
係
者
が
、
県
産
材

の
利
用
推
進
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
役

場
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
国
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

と
し
て
森
林
の
整
備
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
ま
た
、
低
迷
が
続

い
た
木
材
価
格
も
、
若
干
上
向

き
の
傾
向
が
見
え
始
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、
林
業
復
興
の
た
め

に
は
木
材
が
、
健
康
で
快
適
な

暮
ら
し
を
支
え
る
有
効
な
資
源

で
あ
る
こ
と
を
、
広
く
理
解
し

て
も
ら
い
、
何
よ
り
も
国
産
材
、

特
に
県
産
材
を
も
っ
と
利
用
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
」
と

い
う
こ
と
で
、
利
用
推
進
へ
の

協
力
を
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
鶴
田
区
麓
公
民
会
の
上
大
迫

十
治
さ
ん
宅
の
庭
に
、
巨
大
な

キ
ノ
コ
の
一
種
の
「
ニ
オ
ウ
シ

メ
ジ
」
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

　
「
ニ
オ
ウ
シ
メ
ジ
」
は
キ
シ

メ
ジ
科
の
キ
ノ
コ
で
食
べ
ら
れ

る
そ
う
で
す
。

　
巨
大
な
キ
ノ
コ
に
、驚
き
を
隠

せ
な
い
、上
大
迫
さ
ん
で
し
た
。

　
１０
月
１４
日
、
流
水
小
学
校
で

学
校
朗
読
会
が
開
催
さ
れ
、
采

野
吉
洋
さ
ん
、
植
田
美
千
代
さ

ん
、
笹
田
美
樹
さ
ん
の
３
人
の

南
日
本
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に

よ
る
朗
読
や
音
読
演
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
笹
田
さ
ん
は
同
校
出

身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
休
憩

時
間
に
は
児
童
に
囲
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
　

　
１０
月
１７
日
「
第
１７
回
さ
つ
ま

狩
宿
稲
刈
交
流
会
」
が
求
名
の

狩
宿
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
「
生
協
コ
ー
プ
か
ご

し
ま
」
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も

の
で
、
組
合
員
や
地
元
生
産
者

な
ど
、
約
８０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
稲
穂
の
実
っ
た
水
田
に
集
ま

っ
た
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生

産
者
か
ら
手
刈
り
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
稲
を
刈
り
取
っ
て

掛
け
干
し
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
稲
刈
り
の
後
は
、
近
く
の
川

で
「
山
太
郎
ガ
ニ
」
の
放
流
や

魚
釣
り
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し

た
。

　
体
験
の
後
は
、
地
元
の
生
産

者
の
方
々
と
食
事
を
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　
１０
月
９
日
、
鹿
児
島
中
央
駅

周
辺
広
場
に
お
い
て
、
九
州
新

幹
線
全
線
開
業
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
「
鉄
道
の
日
」
感
謝
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
町
内
特

産
品
の
販
売
や
観
光
協
会
に
よ

る
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
朝
か
ら
雨
と
な
り

ま
し
た
が
、
新
鮮
な
野
菜
や
昔

な
が
ら
の
加
工
品
な
ど
、
多
く

の
方
に
町
の
特
産
品
を
購
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
産
品
の
販
売
と
併

せ
て
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

竹
製
菜
ば
し
を
配
布
し
、
町
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
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「
さ
つ
ま
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
は
、
環
境
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
環
境
活
動

の
取
組
み
を
積
極
的
に
紹
介
し
、
地
域
環
境
の
保
全
を
目
指
す
活
動
の
総
称
で
す
。

調査対象：町内事業所１３０店舗　　　　　　調査方法：郵送等による配付及び回収

調査期間：平成22年７月26日～８月31日　　　回 答 率：47．7％

Ｑ貴事業所（商店）でのレジ袋削減に対するご意見として該当するものは？

レジ袋の削減は店舗のコスト削減に有効である

賛成 （理由）ごみ減量や地球温暖化の防止に役立つから、レジ袋

　　　の削減量の増加に伴い、コスト削減が進むから　など

（理由）レジ袋有料化によりお客様が減る可能性があるから、

　　　レジ袋は販売店側のサービスの一環であり、渡すのが

　　　当然だから、万引きが増える可能性があるため　など

反対

レジ袋の削減は店舗、消費者、行政が共同で取り組むことが必要である

レジ袋の削減は環境問題の改善につながる

レジ袋の削減はサービス低下になる

その他

Ｑレジ袋の有料化についてどう思われますか？

Ｑレジ袋削減にはどのようなことが必要だと思われますか？

どちらとも言えない

わからない

無回答

消費者の理解・協力を求める活動の実施

周辺店舗と協力してレジ袋削減対策を実施すること

地域や行政の協力

販売店側の意識が変わること

法律や条例によるレジ袋の有料化や課税など

その他

無回答

４８．４％

２７．４％

１４．５％

５１．７％

３．２％

３．２％

６２．９％

１４．５％

６．５％

４．８％

１．６％

１．６％

８．１％

１６．１％

２２．６％

８．１％

４．８％

　事業所へのアンケートの結果を通して、レジ袋削減には費用面や環境面から肯定的な意見が多くあり

ました。レジ袋の有料化に関しては、反対意見より賛成意見が多くなりましたが、「どちらとも言えな

い」という意見が半数を占めている点から、レジ袋有料化には慎重な態度であると推測されます。

　消費者へのアンケート結果でも、約４割が「どちらとも言えない」と答えている点から、同様である

と考えられます。

　したがって、レジ袋の削減には消費者や事業所の意識を変えることが重要であると言えます。町内に

おいては、有料化より先に、事業所や行政等が連携して、消費者の理解や協力を求める活動に取り組む

ことから始めていかなければなりません。

　今後とも消費者や事業所の方々のご協力が必要となりますので，よろしくお願いします。

　なお，アンケートに関する詳細な結果については、町ホームページに掲載しています。

＜調査結果＞（事業所分）

今回は、レジ袋とマイバックに関するアンケート
結果の事業所分についてお伝えします。

・「認知症」は脳の障害によって記憶力が低下する「病気」で、物忘れが主体です。

・食事をしたばかりなのに「ご飯はまだ？」と質問する場合があります。

・財布をしまった場所を忘れて「財布が無い、誰か盗ったんじゃないかな」などと被害妄想に

　つながる場合があります。

・体験の一部を忘れる　　　

・物の名前を忘れることが多く、物ご

　とはさほど忘れない

・人や場所、時間はほぼ正しく認識で

　きる

・日常生活に大きな影響を及ぼさない

老化による物忘れ

・体験の全体を忘れる

・物の名前だけでなく、物ごと自体も忘れる

・人や場所を正しく認識しにくくなる

・日常生活に大きな影響を及ぼすことがある

認知症によるもの忘れ

まずは、ご相談を！

■さつま町地域包括支援センター■

広　告 広　告

１１月は労働保険適用促進強化月間です

・労働保険（労災保険・雇用保険）は、政府が管掌する強制保険制度です。
・労働者を一人でも雇用していれば、原則として業種・規模の如何を問わずに
　労働保険の適用事業所となり、事業主は成立(加入)の手続きを行い、労働保
　険を納付しなければなりません。
・平成22年４月から法改正により、適用範囲が拡大しました。
　まだ、お済でない事業主の方は、お早めに加入手続きをしてください。

【お問い合わせ先】
ハローワーク宮之城　0996(53)0153
川内労働基準監督署　0996(22)3225

さ
つ
ま
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
だ
よ
り

さ
つ
ま
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
だ
よ
り

VOL.4

「認知症ってどんな病気？」認知症シリーズ②

★認知症疾患医療センターでも相談できます（宮之城病院内）さつま町船木３４番地　　

　専門のソ－シャルワーカーや看護師が認知症に関するお困りごとの相談を受けています。

・電話相談　0996－53－1005（直通、月～金曜日、午前９時～午後５時）

・来所相談　相談者の方のみの来所でも結構です。（あらかじめお電話ください）

★さつま町地域包括支援センター　　さつま町宮之城屋地２０３０番地

　保健師や社会福祉士が相談にあたり、認知症疾患医療センター（宮之城病院）と連携します。

・電話0996-52-4690（直通、月～金曜日、午前８時３０分～午後５時）

詳細は、ちくりんスタンプ会まで 　53-1141(町商工会内)

スタンプを貼り終えた台紙に、貼ってご利用ください。
このシールを貼ってある台紙はスタンプシールをプラス
１０枚差し上げます。

さつま町５周年記念
「とくとく商品券」(プレミアム10%)

11月１日より発売！

ちくりんスタンプ加盟店で「とくとく
商品券」使ってお買物されますと、ス
タンプシール２倍差しあげます。
２倍セール期間
平成22年11月５日～平成23年２月28日

ちくりんスタンプ会イベント情報ちくりんスタンプ会イベント情報

スタンプシール

有効期限

平成22年11月30日

プラス

１０枚

キ 

リ 

ト 

リ 

線

薩摩郡医師会病院　0996-53-0326

＆
看護学校奨学金制度
あります！
看護学校奨学金制度
あります！
看護学校奨学金制度
あります！
働きながら資格が取れます！

看護師さん募集！！看護師さん募集！！

賛成

27.4％

レジ袋の削減は
店舗のコスト削
減に有効である

レジ袋の削減は店舗、
消費者、行政が共同
で取り組むことが必
要である

48.4％

16.1％

22.6％

62.9％

3.2％

無回答

わからない

3.2％

反対

14.5％

どちらとも
言えない

消費者の理解・
協力を求める
活動の実施

その他 1.6％

無回答
 8.1％

51.7％

レジ袋の削減
は環境問題の
改善につながる

レジ袋の削減は
サービス低下に
なる　8.1％

その他
4.8％

周辺店舗と協力
してレジ袋削減
対策を実施する
こと　27.2％

地域や行政の協力 6.5％

販売店側の意識が変わること 4.8％

法律や条例によるレジ袋の
有料化や課税など   1.6％
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求 名 小 学 校

⑤

①

国土交通省関連工事

　　　　  　　　(平成22年10月10日現在)

≪激特事業関連工事　計28件≫

①湯田地区

　・築堤護岸工事(３件)・樋門工事(１件)

②虎居地区

　・築堤護岸工事(10件)

③推込地区

　・分水路掘削工事(６件)

　・河道内掘削工事(２件)

④二渡地区

　・築堤工事(４件)・樋門工事（２件）

　　　　　　　　　　　　　　　　

≪鶴田ダム再開発事業関連工事　計４件≫

⑤神子地区

　・工事用道路関連工事(３件)

　・法面処理工事(１件)　

【北薩地域振興局関連工事】

　(平成22年10月10日現在)

⑥柏原地区

　・夜星川橋工事(１件)

②虎居地区、宮之城屋地地区

　・宮都大橋工事(７件)

⑦山崎地区

　・護岸工事(５件)

　・東橋工事(２件)

　・山崎橋工事(１件)

７

４

３

２

６

鶴田ダム

《今月の現場写真》

深川晴久 校長

児
童
10
人
　
３
学
級
　
職
員
８
人
　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
９
戸

校
訓
「
よ
く
考
え
る
子
　
心
豊
か
な
子
　
た
く
ま
し
い
子
」

本
校
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　
　
「
ク
リ
ア
９０
を
め
ざ
し
　
き
み
が
主
役
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
び
の
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

児
童
62
人
　
７
学
級
　
職
員
18
人
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
52
戸

校
訓

　
「
私
た
ち
は
、
強
く
、
明
る
く
、
す
べ
て
の
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　 

一
生
け
ん
め
い
に
や
り
と
げ
ま
す
」

１
　
全
校
態
勢
で
進
め
る
個
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
学
習
指
導

２
　
進
ん
で
本
に
親
し
む
子
ど
も
の
育
成

３
　
柊
野
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
活
動

既
習
事
項
の
完
全
定
着
を
図
る
た

め
に
、
朝
の
特
設
時
間
等
を
活
用

し
て
基
本
的
な
漢
字
・
計
算
練
習

に
取
り
組
ま
せ
、
全
職
員
で
個
別

指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
の
意
欲
を
引
き
出
し
、
思

考
力
・
表
現
力
を
高
め
る
た
め
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
積
極
的
に
活
用
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
相
手
意
識

を
も
っ
て
表
現
す
る
能
力
の
育
成

の
た
め
に
、
専
門
家
を
活
用
し
た

授
業
の
工
夫
（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に

よ
る
音
読
指
導
等
）
、
子
ど
も
が

学
習
の
成
果
を
随
時
発
表
し
全
職

員
で
指
導
す
る
場
の
設
定
等
、
授

業
の
工
夫
・
改
善
に
努
め
て
い
ま

す
。

本
校
で
は
、
個
別
の
年
間
読
書
目

標
冊
数
を
設
定
さ
せ
、
昨
年
度
は
、

子
ど
も
一
人
当
た
り
年
間
百
冊
の

本
に
親
し
み
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

「
量
よ
り
質
」
の
読
書
指
導
を
重

視
し
、
町
推
薦
図
書
「
さ
つ
ま
　

読
書
の
す
す
め
」
の
本
を
読
ん
だ

子
ど
も
は
、
そ
の
都
度
一
言
感
想

を
書
い
て
友
達
に
紹
介
す
る
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護

者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞

か
せ
（
「
お
話
ワ
ー
ル
ド
」
等
）

や
図
書
室
環
境
整
備
、
さ
ら
に
、

校
内
読
書
月
間
で
の
「
お
す
す
め

の
本
紹
介
」
の
取
組
等
、
家
庭
と

の
連
携
も
図
り
つ
つ
読
書
指
導
の

推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
柊
野
ひ
が
ん
花
ま
つ
り
」
で
観

光
客
の
ガ
イ
ド
役
を
務
め
る
子
ど

も
た
ち
の
柊
野
紹
介
は
、
先
輩
か

ら
後
輩
へ
よ
き
伝
統
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
の

二
つ
の
公
民
館
に
学
校
か
ら
出
向

い
て
学
習
発
表
す
る
出
前
公
開
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
の
筍
掘
り

や
花
壇
の
苗
植
え
等
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
と
区
の
方
々
と
の
交

流
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
十
一
月
と
二
月
に
は
、
柊
野
の

森
林
を
学
ぶ
学
習
会
を
実
施
し
、

間
伐
材
を
使
っ
た
テ
ー
ブ
ル
・
ベ

ン
チ
製
作
や
椎
茸
の
コ
マ
打
ち
体

験
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今井和代 校長

１
　
読
書
活
動
を
通
し
た
豊
か
な
心
の
育
成

２
　
確
か
な
学
力
の
定
着
と
学
力
向
上
を
図
る
授
業

３
　
郷
土
の
伝
統
芸
能
鷹
踊
り
の
伝
承
活
動

読
書
に
親
し
む
子
ど
も
を
は
ぐ
く

む
た
め
に
、
毎
朝
１０
分
間
の
朝
読

書
と
年
間
に
７
回
の
お
話
宅
急
便

の
時
間
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
朝

読
書
で
は
町
の
推
薦
図
書
の
読
書

や
自
由
読
書
、
お
話
宅
急
便
で
は

全
職
員
、
保
護
者
、
地
域
の
方
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
絵
本
作
家
の
講
演
会

や
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
、
外
部
講
師
を
活
用

し
て
絵
本
と
ピ
ア
ノ
の
会
を
開
催

し
読
書
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

基
礎
・
基
本
の
定
着
と
学
力
の
向

上
を
図
る
た
め
に
、
共
通
の
実
践

と
し
て
他
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
、

進
ん
で
自
分
の
意
見
・
感
想
を
発

表
す
る
等
学
業
指
導
を
基
に
授
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭

と
の
連
携
で
家
庭
学
習
の
習
慣
化

を
図
り
な
が
ら
学
校
で
の
授
業
と

相
互
協
力
で
学
力
の
向
上
、
定
着

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
特
に
高
学

年
で
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
鹿
児
島
（
県

教
委
発
行
の
国
語
・
算
数
問
題
）

を
活
用
し
て
個
に
応
じ
た
指
導
を

行
い
、
補
充
的
な
学
習
や
発
展
的

な
学
習
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
６３
年
か
ら
高
学
年
が
「
鷹
踊

り
」
の
伝
承
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
指
導
者
は
地
域
の
鷹
踊
り
保

存
会
の
方
々
で
す
。
こ
の
踊
り
は
、

男
性
が
鷹
と
殿
様
役
、
女
性
が
餌

さ
し
役
と
な
っ
て
コ
の
字
の
並
び

に
な
っ
て
踊
り
ま
す
。
中
座
で
待

つ
姿
勢
や
足
の
運
び
が
と
て
も
難

し
い
で
す
が
、
指
導
者
の
熱
心
な

指
導
で
子
ど
も
た
ち
は
踊
り
を
マ

ス
タ
ー
し
て
い
ま
す
。
主
な
発
表

の
場
は
、
校
区
・
学
校
合
同
の
求

名
大
運
動
会
で
す
。
校
庭
に
舞
う

袴
、
兜
姿
の
衣
装
が
と
て
も
優
雅

で
観
客
を
魅
了
し
ま
す
。

川内川激特・鶴田ダム再開発速報川内川激特・鶴田ダム再開発速報

16広報さつま17 広報さつま

我
が
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動

我
が
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動

　
町
内
の
小
中
学
校
で
は
、
ど
の
学
校
も
町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

踏
ま
え
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
の
取
り
組
み
を
、
毎
月
２
校
ず
つ
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
月
は
、
柊
野
小
学
校
と
求
名
小
学
校
で
す
。

学校紹介
シリーズ
②

■お問い合わせ先■

●国土交通省川内川河川事務所　　℡(0996)22-3271 　
　激特事業に関すること　　　　　　　　工務課　志賀　三智
　鶴田ダム再開発事業工事に関すること　工事課　猪野和歌人
　激特事業工事に関すること　　　宮之城出張所　宇都　薫
　　　　　　　　　　　　　　　　℡(0996)53-1756

●鹿児島県北薩地域振興局　建設部 
　河川港湾課　河川砂防第２係 係長 木佐貫浄治
　　　　　　　　　　　　　 ℡(0996)23-5151

　二渡地区において、川内川及び大山口川に築堤及び樋門新設工事を行っています。

「山崎大橋下流右岸築堤工事」は昨年度からの工事で施工中ですが、他の工事は10月下旬

より本格的に施工しています。

場所：二渡地区

工事に伴う交通規制などについて(お願い)
激特工事により、工事箇所周辺の町道などで通行止めや混雑が予想されます。
安全を第一に工事を進めてまいりますので、ご協力をお願いします。
交通規制などの詳細は、町ホームページに掲載しています。

工事に伴う交通規制などについて(お願い)
激特工事により、工事箇所周辺の町道などで通行止めや混雑が予想されます。
安全を第一に工事を進めてまいりますので、ご協力をお願いします。
交通規制などの詳細は、町ホームページに掲載しています。

大山口川第二樋門新設及び築堤工事
【施工業者：(株)渡利建設】

二渡樋門新設工事
【施工業者：(株)鹿大丸】

二渡地区築堤工事
【施工業者：薩摩建設(株)】

山崎大橋下流右岸築堤工事
【施工業者：(株)田島組】

大山口川左岸上流築堤護岸工事
【施工業者：(株)有迫組】

山崎橋下流右岸築堤工事
【施工業者：(株)笹田建設】

山崎大橋

山崎橋

大
山
口
川

国道267号線

川内川
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福
祉
課 

子
ど
も
福
祉
係

　  
 
 
  

内
線
２
１
３
３

教
育
委
員
会
　
総
務
課

　
　
　
　 

内
線
２
５
１
１

耕
地
林
業
課

　
　
　
　
内
線
２
４
３
２

税
務
課 

収
納
第
１
係

 
  

　
　 

 

内
線
２
１
１
３

税
務
課 

町
民
税
係

 
 
 
 

　
　 

内
線
２
１
１
１

税
務
課 

資
産
税
係

   

　
　  

内
線
２
１
１
５

環
境
課 

環
境
係

    

　
　 

内
線
２
１
２
７

消
防
本
部

　
　
　
（
52
）
０
１
１
９

●
児
童
扶
養
手
当

○
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る

自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
平

成
２２
年
８
月
１
日
か
ら
父
子

家
庭
に
も
児
童
扶
養
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す

る
た
め
に
は
市
町
村
へ
申
請

が
必
要
で
す
。
平
成
２２
年
１１

月
３０
日
ま
で
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。
（
１１
月
３０
日
を

過
ぎ
る
と
、
申
請
の
翌
月
か

ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。
）

【
児
童
扶
養
手
当
と
は
？
】

　
父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父

又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ

る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）

の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促

進
に
寄
与
し
、
子
ど
も
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

【
手
当
額
（
月
額
）
は
？
】

　
受
給
資
格
者
（
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
や
母
な
ど
）
が
監

護
・
養
育
す
る
子
ど
も
の
数

や
受
給
資
格
者
の
所
得
等
に

よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

全
部
支
給
４
１
，
７
２
０
円

一
部
支
給
４
１
，
７
１
０
円

～
９
，
８
５
０
円

【
父
子
家
庭
の
方
が
受
給
す

る
た
め
に
は
】

　
平
成
２２
年
１１
月
３０
日
ま
で

に
申
請
い
た
だ
く
と
、
次
の

取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

○
平
成
２２
年
８
月
１
日
以
降
、

１１
月
３０
日
ま
で
に
支
給
要
件

に
該
当
し
た
方

　
↓
１１
月
３０
日
ま
で
に
申
請

を
す
れ
ば
、
「
要
件
に
該
当

し
た
日
の
翌
月
分
」
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
※
８
月
～
１１
月
分
が
支
給

さ
れ
る
の
は
１２
月
で
す
。

○
１１
月
３０
日
を
過
ぎ
る
と
、

「
申
請
の
翌
月
分
」
か
ら
の

支
給
に
な
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
お
問
い
合
せ
の
う
え
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課 

子
ど
も
福
祉
係

　
　
　
（
内
線
２
１
３
３
） 

 
 
 

●
小
規
模
校
入
学
特
別
認
可

制
度
（
特
認
校
制
度
）
に
つ

い
て

【
制
度
の
趣
旨
と
目
的
】

　
指
定
さ
れ
た
極
小
規
模
校

で
学
ば
せ
た
い
と
希
望
す
る

保
護
者
・
児
童
に
一
定
の
条

件
を
付
し
て
特
別
に
入
学

（
転
学
）
を
認
め
る
制
度
で

す
。

【
特
認
校
へ
の
入
学
（
転
学
）
】

　
入
学
、
転
学
を
希
望
す
る

場
合
は
、
別
に
定
め
た
入
学

転
学
の
条
件
に
基
づ
き
町
教

育
委
員
会
が
適
否
の
判
断
を

行
い
ま
す
。

【
指
定
す
る
学
校
（
特
認
校
）
】

○
柊
野
小
学
校
　

　
　
　
　
柊
野
４
６
７
番
地

　
　
　
　
（
５９
）
８
２
０
３

○
泊
野
小
学
校

　
　
　
　
泊
野
４
５
１
番
地

　
　
　
　
（
５４
）
２
０
０
３

○
白
男
川
小
学
校

　
　
白
男
川
１
５
０
１
番
地
１

　
　
　
　
（
５２
）
２
８
７
６

【
特
認
校
へ
入
学
・
転
学
が

で
き
る
学
校
】

　
特
認
校
に
入
学
・
転
学
が

で
き
る
学
校
は
、
盈
進
小
学

校
か
ら
だ
け
で
す
。

【
通
学
上
の
条
件
】

　
町
通
学
費
補
助
の
適
用
が

あ
り
ま
す
。
（
一
部
、
保
護

者
負
担
有
り
）

【
入
学
・
転
学
の
期
間
】

　
原
則
と
し
て
、
１
年
以
上

の
通
年
通
学
に
限
り
ま
す
。

【
申
込
み
期
間
】

　
１１
月
１５
日
か
ら
１２
月
１７
日

ま
で
。

【
学
校
見
学
な
ど
】

　
特
認
校
の
見
学
・
参
観
・

体
験
入
学
が
で
き
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
直
接
、
当
該
学

校
長
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
　
総
務
課 

　

　
直
通
　
（
５２
）
１
２
３
０

●
今
年
も
11
月
15
日
か
ら
狩

猟
が
解
禁
と
な
り
ま
す

　
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
捕
獲

す
る
た
め
散
弾
銃
や
箱
わ
な

等
の
狩
猟
免
許
を
持
っ
た
方

に
よ
る
猟
が
県
内
一
斉
に
開

始
さ
れ
ま
す
。

　
町
内
だ
け
で
な
く
他
の
市

町
で
も
、
狩
猟
以
外
で
野
山

に
入
ら
れ
る
方
は
次
の
こ
と

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

○
山
林
内
で
は
、
な
る
べ
く

見
通
し
の
良
い
道
を
利
用
す

る
。

○
ラ
ジ
オ
等
の
音
響
機
器
を

携
行
す
る
。
（
音
を
出
し
て

人
間
が
い
る
こ
と
を
ハ
ン
タ

ー
に
分
か
ら
せ
る
）

○
ハ
ン
タ
ー
が
あ
な
た
を
鳥

獣
と
見
間
違
わ
な
い
よ
う
に

目
立
つ
格
好
・
服
装
を
す
る
。

【
狩
猟
期
間
】

原
則
と
し
て
１１
月
１５
日
か
ら

翌
年
２
月
１５
日
ま
で

※
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
に
つ
い

て
は
猟
期
が
３
月
１５
日
ま
で

延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
狩
猟
が
行
わ
れ
る
場
所
】

　
鳥
獣
保
護
区
や
休
猟
区
等

狩
猟
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
区

域
を
除
く
県
内
全
域
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●
給
与
所
得
者
の
年
末
調
整

　
１２
月
は
、
給
与
等
に
係
る

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
の

月
で
す
。

　
毎
月
の
給
与
等
か
ら
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
一
年

間
の
合
計
額
と
、
そ
の
年
の

給
与
総
額
に
対
す
る
年
税
額

と
は
一
致
し
な
い
の
が
普
通

で
す
。

　
こ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
税

額
の
過
不
足
分
を
精
算
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
手

続
き
を
「
年
末
調
整
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　
大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、

年
末
調
整
に
よ
り
そ
の
年
の

所
得
税
の
納
税
を
完
了
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
が
正
し
く
行
わ
れ
る

た
め
に
は
、
勤
務
先
に
扶
養

親
族
や
保
険
料
な
ど
の
申
告

を
正
し
く
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税

務
署
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

●
相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る

生
命
（
損
害
）
保
険
契
約
等

に
基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の

取
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て

　
相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取

得
し
た
生
命
保
険
契
約
や
損

害
保
険
契
約
等
に
係
る
年
金

の
所
得
税
の
取
扱
い
を
改
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
扱
い
の
変
更
に
よ

り
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

（ww
w

.n
ta.g

o
.jp

） 

を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税

務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
川
内
税
務
署
（
２２
）
２
８

　
３
０
※
自
動
音
声
案
内

●
今
月
の
納
税
な
ど

　
国
民
健
康
保
険
税
第
５
期

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
５
期

　
介
護
保
険
料
第
５
期

【
納
期
限
１１
月
３０
日
】

●
税
の
納
入
は
口
座
振
替
が

安
心
・
便
利
で
す

　
口
座
振
替
を
お
申
し
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
納
付
の
た

め
に
金
融
機
関
に
行
く
必
要

も
な
く
、
納
め
忘
れ
も
あ
り

ま
せ
ん
。
「
忙
し
く
て
、
納

め
に
行
く
暇
が
な
い
」
と
い

う
方
に
は
、
安
心
・
便
利
確

実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
な
お
、
固
定
資
産
や
軽
自

動
車
の
名
義
を
変
更
す
る
と
、

名
義
変
更
さ
れ
た
後
の
方
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
名
義
変
更
さ

れ
る
前
に
口
座
振
替
に
な
っ

て
い
た
方
で
も
、
名
義
変
更

後
の
方
で
再
度
、
口
座
振
替

の
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
お
申
し
込
み
手
続
き
は
町

内
各
金
融
機
関
や
郵
便
局
で
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
通
帳
・
通
帳
印

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課
　
収
納
第
１
係

　
　
　
（
内
線
２
１
１
３
）

●
家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
届

出
を
！

　
本
年
中
に
家
屋
を
解
体

（
滅
失
）
し
た
方
は
、
速
や

か
に
「
家
屋
滅
失
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出

が
な
い
と
、
翌
年
度
も
そ
の

ま
ま
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
事
情
等
に

よ
り
届
け
出
が
翌
年
に
な
る

場
合
は
、
賦
課
基
準
日
で
あ

る
１
月
１
日
に
存
在
し
た
か

否
か
の
確
認
が
で
き
な
い
た

め
、
当
該
家
屋
を
取
り
壊
し

た
解
体
業
者
の
「
解
体
証
明

書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課 

資
産
税
係

　
　
　
（
内
線
２
１
１
５
）

　
鶴
田
支
所
　
税
務
係
　
　

　 
 
 
 

（
内
線
４
２
１
４
）

　
薩
摩
支
所
　
税
務
係
　
　

　 
 
 
 

（
内
線
６
１
１
４
）

●
11
月
は
不
法
投
棄
防
止
強

化
月
間
で
す

　
県
で
は
、
不
法
投
棄
の
根

絶
を
図
る
た
め
、
毎
年
１１
月

を
「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
期

間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の

普
及
・
啓
発
活
動
や
産
業
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
等
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
不
法
投
棄
は
重
大
な
犯

罪
で
す
。
こ
の
機
会
に
一
人

ひ
と
り
が
、
「
不
法
投
棄
を

し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
つ

け
た
ら
す
ぐ
に
電
話
を
」
と

い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法
投

棄
の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
不
法
投

棄
を
発
見
し
た
ら
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
　
廃
棄
物
・
リ
サ
イ

　
ク
ル
対
策
課

　
℡
０
９
９
（
２
８
６
）
３

　
８
１
０
（
サ
ン
パ
イ
ゼ
ロ
）

●
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

を
実
施
し
ま
す

　
１１
月
９
日
か
ら
１５
日
ま
で

の
１
週
間
、
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
時
季
は
、
空
気
が
非
常

に
乾
燥
し
ま
す
。
ま
た
暖
房

器
具
な
ど
の
火
気
を
使
う
機

会
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
次
の
点
に
十
分
注
意

し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し

　
な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す

　
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置

　
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
そ
ば
を
離

　
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

　
消
す
。

　
ま
た
、
ご
家
庭
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
は
お
済

で
し
ょ
う
か
？
火
災
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
に
も
、
早
め
の
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。

鹿児島県最低賃金が時間額６４２円に！

鹿児島県最低賃金 効力発生日

平成22年10月28日

最低賃金額
時間額(円)

（地域別最低賃金）
６４２

鹿児島県最低賃金が平成22年10月28日より時間額６４２円に改正されました

★鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適用されます。ただし、別に
定める特定(産業別)最低賃金に該当する場合は、当該賃金も適用されます。

★最低賃金に関するお問い合わせ先★

鹿児島労働局(099-223-8278)・各労働基準監督署

http://www.kagoshima.plb.go.jp/ 最低賃金テレホンサービス 099-223-8881 

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使用者も
労働者も

地デジの準備は
お済ですか？

アナログ放送終了まで
あとわずか！

お問い合わせ先

デジサポ鹿児島　099（833）2020
総務省 地デジチューナー支援センター

役場 企画課 地域振興係(内線2223)
0570-033840

地デジに関する

○救　急

◆出動件数 １０１件

　運んだ人 　９９人

◆内 訳

　急　病 　58件56人

　交通事故 ３件３人

　その他　 40件40人

○火　災

◆発生件数

　　　１件

◆内訳

　　建物

　　  １件



●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４■くらしの情報

健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係

 

　
　
　
　
内
線
２
１
４
３

福
祉
課 

福
祉
障
害
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
４

町
民
課 

町
民
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
２
５

20広報さつま21 広報さつま

町
長
の
動
静
（
平
成
22
年
９
月
）

がんばれ 認定農業者!!　シリーズ54

　祁答院稔さんは平成17年11月に認定農業者と

して認定され、水稲とたばこを主に経営されて

います。「農業は収穫をするときに『やって良

かった！』と魅力を感じますが、その反面、天

候に左右され、病害虫の防除などにも気を遣い

ます」とこれまでを振り返って話されます。

　本業の傍ら、地元消防団員としても地域の安

全確保のために活動している祁答院さんに今後

の抱負をお聞きすると「高齢化の影響などで、

地域農業の担い手不足が益々懸念されますが、

集落営農や農作業の受託作業を推進して、面積

拡大に努めたい、そして地域が元気になるよう

な農業をしたい」と話されました。

※
主
な
会
議
及
び
行
事
を
抜
粋
（
庁
内
の
会
議
、
打
ち
合
わ
せ
は
除
く
。
）

町長交際費執行状況(９月分)

祁答院　稔さん 50歳

け ど う い ん みのる

さつま町鶴田 ●
健
康
診
査
日
程

　
　
　
　
【
11
・
12
月
分
】

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
６
ヶ
月
児

 
 
 

　
（
Ｈ
21
．
３
生
）

　
１１
月
１７
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
３
歳
児
（
Ｈ
19
．
９
生
）

　
１１
月
２４
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
３
歳
児
（
Ｈ
19
．
10
生
）

　
１２
月
１
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
２
歳
６
ヶ
月
児

　
歯
科
健
康
診
査

　
　
　
　
（
Ｈ
20
．
５
生
）

　
１２
月
２
日
（
木
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
す
く
す
く
育
児
相
談

　
１２
月
３
日
（
金
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１０

　
時
３０
分
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
４
～
５
ケ
月
児

　
産
婦
健
康
診
査

　
　
　
（
Ｈ
22
．
７
生
）

　
１２
月
８
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　
１１
月
２２
日
（
月
）

　
１２
月
６
日
（
月
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１

　
時
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
お

持
ち
の
上
、
ご
夫
婦
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　
１１
月
１７
日
（
水
）

　
１１
月
２４
日
（
水
）

　
１２
月
１
日
（
水
）

　
１２
月
２
日
（
木
）

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
受

　
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
総
合
健
康
相
談

　
１２
月
７
日
（
火
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１

　
時
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
楽
々
健
康
ウ
ォ
ー
ク

■
秋
探
索
コ
ー
ス

　
１１
月
１４
日
（
日
）
午
前
８
時

　
県
立
北
薩
広
域
公
園
出
発

■
秋
を
満
喫
コ
ー
ス

　
１１
月
２７
日
（
土
）
午
前
８
時

　
平
川
営
農
研
修
セ
ン
タ
ー
出
発

●
年
金
相
談

　
年
金
加
入
記
録
や
受
給
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移

動
年
金
相
談
所
』
を
開
設
し

ま
す
。
相
談
に
は
、
川
内
年

金
事
務
所
の
職
員
が
応
じ
ま

す
の
で
、
年
金
の
請
求
手
続

き
及
び
質
問
や
相
談
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
年
金
手
帳

・
年
金
証
書
・
印
鑑
な
ど
の

関
係
書
類
を
も
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理
の

場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で

す
。

○
日
時
　
１１
月
２５
日
（
木
）

　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

○
場
所
　
鶴
田
中
央
公
民
館

●
年
末
調
整
や
確
定
申
告
に

は
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

を
！

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
税

の
申
告
に
お
い
て
納
め
た
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
が
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金

保
険
料
を
申
告
す
る
際
に
は
、

保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必

要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
皆
様
に
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
時

ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。
平
成
２２
年
１
月
１
日

か
ら
９
月
３０
日
ま
で
に
納
付

さ
れ
た
方
は
、
平
成
２２
年
１１

月
上
旬
に
、
平
成
２２
年
１０
月

１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
に

今
年
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た

方
は
、
平
成
２３
年
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
川
内
年
金
事

務
所
　
（
２２
）
５
２
７
６
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ま

へ
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

は
期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し

ょ
う
！

　
老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
は
、
雑
所
得
と

し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
（
障
害
年

金
・
遺
族
年
金
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
）

　
課
税
対
象
と
な
る
受
給
者

の
方
に
は
、
毎
年
１１
月
上
旬

ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
１２
月
１
日

の
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年

中
に
受
け
ら
れ
る
年
金
に
か

か
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税

額
が
決
ま
り
ま
す
。
も
し
提

出
を
忘
れ
る
と
各
種
控
除
が

受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の
源

泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
扶
養
親
族
の
い

な
い
方
も
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
金
以
外
に
収
入

が
あ
る
方
は
確
定
申
告
が
必

要
で
す
。

　
平
成
２３
年
分
「
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
が
送
付
さ
れ
る

方
は
、
６５
歳
未
満
で
年
金
額

が
１
０
８
万
円
以
上
あ
る
方

と
６５
歳
以
上
で
年
金
額
が
１

５
８
万
円
以
上
あ
る
方
で
す
。

●
心
配
ご
と
相
談
所

■
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
～
正
午

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　

　
　
　
（
５２
）
１
１
２
３

●
特
別
障
害
者
手
当
等
に
つ

い
て

　
在
宅
の
重
度
障
害
者
（
児
）

に
対
し
て
県
か
ら
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

・
特
別
障
害
者
手
当

　
月
額
　
２
６
，
４
４
０
円

・
障
害
児
福
祉
手
当

　
月
額
　
１
４
，
３
８
０
円

・
経
過
的
福
祉
手
当

　
月
額
　
１
４
，
３
８
０
円

　
対
象
者
は
、
日
常
生
活
に

常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る

在
宅
の
重
度
障
害
者
（
児
）

で
、
受
給
に
は
県
の
認
定
が

必
要
で
す
。
所
得
等
の
要
件

が
あ
り
、
施
設
入
所
・
長
期

入
院
し
て
い
る
方
な
ど
、
認

定
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

■
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
本
庁
　
福
祉
課

　
福
祉
障
害
係

　
　
　
（
内
線
２
１
３
４
）

　
鶴
田
支
所
　
保
健
福
祉
係

　
　
　
（
内
線
４
１
１
３
）

　
薩
摩
支
所
　
保
健
福
祉
係

　
　
　
（
内
線
６
１
２
２
）

・９月24日

立地企業役員との懇話会

時

27,940円

・９月３日

県・町耕地事業意見交換

会時

18,000円

・９月３日
九州地方整備局人事交流

協議時

4,620円

・９月11日

関東永野会時郷土産品

28,780円

・９月22日

県・町社会基盤整備意見

交換会時

31,000円

・９月１日

企業立地協定調印式時記

念品

28,350円

９
月
１
日

　
　
２
日

　
　
３
日

　
　
４
日

　
　
５
日

　
　
６
日

　
　
７
日

　
　
８
日

　
　
９
日

　
　
11
日

　
　
12
日

　
　
13
日

　
　
14
日

　
　
15
日

　
　
16
日

　
　
17
日

　
　
18
日

　
　
19
日

　
　
20
日

　
　
21
日

　
　
22
日

　
　
23
日

　
　
24
日

　
　
26
日

　
　
27
日

　
　
28
日

　
　
29
日

　
　
30
日

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

議
会
全
員
協
議
会
　
▽
立
地
協
定
調
印
式
　
▽
子
牛
せ
り
市
　
▽
町
長
と
語
る
会
（
久
富
木
区
公
民
館
）

子
牛
せ
り
市

北
薩
地
域
振
興
局
農
地
整
備
課
と
の
意
見
交
換
会
（
薩
摩
川
内
市
）
　
▽
文
化
懇
談
会
意
見
交
換

時
局
講
演
会

企
業
訪
問
（
名
古
屋
市 

日
特
㈱
本
社
）

企
業
訪
問
（
名
古
屋
市
　
㈱
日
特
製
作
所
、
三
重
県
桑
名
市
　
㈱
佐
藤
製
作
所
）

高
規
格
道
路
泊
野
ト
ン
ネ
ル
安
全
祈
願
祭
　
▽
日
本
水
泳
連
盟
と
の
意
見
交
換

９
月
定
例
議
会
開
会
（
本
会
議
）

町
交
通
安
全
対
策
会
議
委
員
・
企
画
委
員
合
同
会
議
　
▽
町
交
通
安
全
町
民
運
動
推
進
協
議
会

救
急
医
療
町
民
講
座
意
見
交
換
会

ほ
の
ぼ
の
園
敬
老
行
事
及
び
１
０
０
歳
到
達
者
訪
問

宮
之
城
中
学
校
体
育
大
会
　
▽
公
民
会
運
動
会
（
北
原
・
荒
瀬
）
▽
敬
老
会
（
あ
な
が
わ
）

本
会
議

本
会
議
　
▽
商
工
会
青
年
部
ス
タ
ミ
ナ
大
会
　
▽
河
川
事
務
所
長
と
の
協
議

本
会
議

三
常
任
委
員
会
総
括
質
疑
　
▽
日
特
㈱
宮
之
城
工
場
ラ
グ
ビ
ー
部
九
州
ト
ッ
プ
Ｂ
リ
ー
グ
出
場
激
励

町
内
現
場
巡
視
　
▽
川
薩
地
域
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
交
流
会

薩
摩
中
学
校
体
育
大
会

大
石
神
社
大
祭
（
金
吾
様
踊
り
）
▽
鶴
田
中
・
山
崎
中
学
校
体
育
大
会

柊
野
小
・
栗
野
公
民
会
運
動
会
　
▽
敬
老
行
事
（
求
名
・
永
野
）

敬
老
行
事
（
宮
之
城
屋
地
・
虎
居
・
平
川
）

交
通
安
全
５
０
０
人
立
哨
　
▽
奥
薩
摩
水
と
緑
の
郷
づ
く
り
協
議
会
総
会
　
▽
関
東
さ
つ
ま
会
役
員
と
の
意
見
交
換

北
薩
地
域
振
興
局
建
設
部
と
の
意
見
交
換
会
（
薩
摩
川
内
市
）
▽
本
町
村
共
済
組
合
事
務
局
長
と
の
協
議

ひ
が
ん
花
ま
つ
り
　
▽
観
光
夢
大
使
委
嘱
状
交
付
式
（
福
囿
さ
と
み
氏
）

敬
老
行
事
（
中
津
川
）
　
▽
運
動
会
（
ク
オ
ラ
キ
ッ
ズ
）

立
地
企
業
と
の
意
見
交
換
会
　
▽
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
　
▽
地
域
安
全
推
進
会
議

泊
野
小
・
白
男
川
小
・
山
崎
小
・
中
津
川
小
・
求
名
小
・
柏
原
小
・
紫
尾
小
・
平
川
小
学
校
運
動
会

虎
居
・
宮
之
城
屋
地
地
区
運
動
会

議
会
全
員
協
議
会
　
▽
観
光
夢
大
使
委
嘱
状
交
付
式
（
馬
場
甚
史
朗
氏
）
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1歳で～す
毎月１番最初に
　生まれた赤ちゃん

平成２１年１１月４日生

ちゃん

し んう ち む ら

内村真宗

インフルエンザを予防しよう！

さん

浅井野 公民会

両親から一言

父　義　博　さん

母　智　子　さん

３人仲良く

　　元気に育ってね！

（35歳）

こ び ら み つ て る

さつま町梅振興会

小 平 光 輝

ＤＡＴＡ

●

Tel 0996(57)1652

観音滝温泉

滝の宿

さつま町中津川

(薩摩農産物加工センター内)

さつま町梅振興会　　

薩摩農産物
　　加工センター

町道観音滝線
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９
月
16
日
～
10
月
15
日
届
出
分
（
11
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

９
月
16
日
～
10
月
15
日
届
出
分
（
27
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

こんにちは保健師ですこんにちは保健師ですこんにちは保健師です 健康さつま21 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
さ
つ
ま
町
で

働
く
人
々
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。
自

薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
多
く
の

人
材
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
薩
摩
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
の

梅
加
工
室
で
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
に

包
ま
れ
な
が
ら
黙
々
と
梅
の
調
味

漬
け
を
製
作
す
る
姿
が
あ
り
ま
す
。

　
小
平
光
輝
さ
ん
は
、
地
元
の
高

校
を
卒
業
後
、
鹿
児
島
市
内
の
専

門
学
校
を
経
て
、
平
成
８
年
に
梅

振
興
会
に
就
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
梅
加
工
品
の
製
造
や
振
興
会
の

事
務
全
般
が
主
な
仕
事
で
す
が
、

町
内
外
で
行
わ
れ
る
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
に
も
、
梅
加
工
品
を
持
っ
て

販
売
や
Ｐ
Ｒ
に
出
か
け
ま
す
。

　
梅
振
興
会
の
竹
之
内
孝
二
会
長

は
「
彼
を
全
面
的
に
信
頼
し
て
任

し
て
い
る
。
ま
だ
若
い
が
堅
実
な

仕
事
ぶ
り
か
ら
、
会
員
の
信
頼
も

厚
い
」
と
今
後
に
期
待
を
膨
ら
ま

せ
ま
す
。

　
学
生
時
代
は
野
球
部
に
所
属
し
、

現
在
も
地
元
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
で
汗
を
流
し
ま
す
が
、
奥
さ

ん
と
３
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
た
小

平
さ
ん
の
休
日
は
、
も
っ
ぱ
ら
家

族
サ
ー
ビ
ス
が
多
い
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
小
平
さ
ん
は
「
こ
の
仕

事
を
や
っ
て
い
て
、
梅
加
工
品
を

購
入
さ
れ
た
お
客
様
か
ら
『
お
い

し
か
っ
た
』
と
言
っ
て
も
ら
っ
た

と
き
に
最
高
の
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、
梅
の
生
産
量
が
安

定
せ
ず
生
産
者
の
方
々
が
苦
労
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
悩
み
の
種
で
す

が
、
今
年
１
月
に
『
薩
摩
西
郷

梅
』
の
商
標
登
録
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
『
薩

摩
西
郷
梅
』
が
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
、

生
産
農
家
の
方
々
が
『
梅
を
栽
培

し
て
良
か
っ
た
』
と
言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
」
と

抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

～ひろげるなインフルエンザ　ひろげよう咳エチケット～

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
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江
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脇
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典
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80
　
布
田

本
田
ユ
ク
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96
　
鶴
宮
園

野
村
　
ム
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89
　
下
京
塚
原

小
西
　
一
雄
　
92
　
あ
な
が
わ

野
村
み
ど
り
　
53
　
上
向
中

下
市
ハ
ミ
子
　
84
　
時
吉
中
城

宮
之
脇
ヤ
オ
　
90
　
鶴
宮
園

中
野
　
三
郎
　
80
　
北
原

宇
都
　
一
弘
　
84
　
大
畝
町

毎年季節性のインフルエンザが冬場に流行しています。あなたは、あなたの家族は、大丈夫ですか？

インフルエンザは、普通の風邪と同じように、のどの痛み、鼻汁、咳などの症状もみられますが、38℃

以上の発熱、頭痛、関節痛などの全身症状が突然現れます。

寒い冬を元気にすごすためには、一人ひとりの日々の取り組みが何より大切です。インフルエンザの予

防とあわせて万全の備えをしましょう！！

インフルエンザにかからないために！

○外出後のうがいと手洗いを徹底！

○家の外はもちろん、インフルエンザ患者がいたら家のなかでもマスクで防衛！

○人ごみはできるだけ避けて

○十分な栄養と睡眠で体調管理！

○ワクチン接種！（予防接種についての詳細は町の「お知らせ版」をご参照ください）

インフルエンザをうつさないために！

咳エチケットを実行しましょう

○咳・くしゃみの際にはティッシュなどで鼻と口を押さえ。周りのひとから顔を背ける

○使用後のティッシュは、すぐにフタ付きのごみ箱に捨てる

○症状のある人はマスクを正しく着用する
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）

【11月】

　３日　つるだ薬局　　　５５－９３８８

　７日　さし薬局　　　　２１－３６１０

１４日　青空薬局　　　　５２－０１０１

２１日　やまだ薬局　　　５２－４５８５

２３日　とどろ薬局　　　５２－２５２５

２８日　ウチ薬局　　　　５３－００６３

【12月】

　５日　タバタ薬局　　　２１－３３４４

１２日　青空薬局　　　　５２－０１０１

わたしたちの町

推計人口による

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で
確認してください。町のホームページでも紹介しています。

休日在宅医 休日薬局

人　口　24,015人（- 33人） 

　男　　11,114人（- 13人）

　女　　12,901人（- 20人）

    世帯数　10,320世帯

 転入   35人　転出   45人

 出生　 12人　死亡   35人

 （平成22年10月１日現在）

     （　）は前月対比

【11月】

　３日　さつまクリニック　　５７－００２０

　７日　てらだ内科クリニック　２１－３２３２

１４日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

２１日　稲津病院　　　　　　５２－３３５５

２３日　小緑内科　　　　　　５２－１６７６

２８日　林田内科　　　　　　５３－１１７７

【12月】

　５日　海江田医院　　　　　５３－０００６

１２日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

あ り か わ し ゅ ん ま

平川小学校６年

有 川 駿 真 くん

オリンピックに出て完走したい！
ぼくの将来の夢は、マラソンランナーになってオリンピッ

クに出ることです。ぼくは、オリンピックでマラソンラン

ナーがゴールするのを見て「こんなところで完走できたら、

とても気持ちがいいだろうなぁ」と思いました。ぼくは走

ることが好きです。これからも走る練習をたくさんして、

オリンピックに出て完走したいです。
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